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笠
松
中
学
校
で
は
伝
統
的
に
先
輩

か
ら
後
輩
へ
姿
で
示
し
な
が
ら
学
校

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
や
や

も
す
る
と
最
高
学
年
で
あ
る
三
年
生

が
規
律
を
乱
し
た
り
、
負
の
財
産
を

後
輩
に
託
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
本
校
の
生
徒
の
姿
を
見
る
限

り
、
本
当
に
よ
い
意
味
で
上
級
生
が

後
輩
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

◎
大
切
に
し
て
い
る
四
本
柱

笠
松
中
学
校
に
は
「
清
掃
」、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
合
唱
」、「
学
習
」

の
四
本
柱
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
清
掃
」
で
は
二
十
分
間
、
生
徒
、

教
師
が
黙
々
と
隅
々
ま
で
こ
だ
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
寒
い
時
期
で
あ
っ
て
も
膝
を
つ

き
な
が
ら
懸
命
に
床
を
磨
く
生
徒
の

姿
を
見
る
と
心
打
た
れ
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
朝
の
部

活
動
が
終
了
し
て
す
ぐ
に
、
自
分
の

教
室
や
廊
下
、
階
段
で
掃
除
を
始
め

る
生
徒
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

を
し
て
仲
間
を
迎
え
る
生
徒
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
や

ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
強
制
で
は

な
く
、
自
然
に
人
の
た
め
に
体
を
動

か
す
習
慣
が
身
に
付
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
委
員
会
や
学
年
が
中
心

と
な
っ
て
ア
ル
ミ
缶
、
古
切
手
な
ど

を
集
め
て
い
ま
す
。

「
合
唱
」は
最
も
本
校
の
生
徒
が
こ

だ
わ
り
、
誇
り
に
感
じ
て
い
る
も
の

で
す
。
朝
の
会
、
帰
り
の
会
を
使
っ

て
パ
ー
ト
練
習
で
徹
底
的
に
正
確
な

音
取
り
を
し
た
後
、
合
わ
せ
て
い
き

ま
す
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
、
美
し
い
音
色
で
歌
え
る
生
徒

が
多
く
い
ま
す
。

「
学
習
」
は
文
字
通
り
学
校
生
活

の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。
授
業
開

始
一
分
前
に
教
科
係
が
着
席
を
呼
び

か
け
、
一
分
間
学
習
と
呼
ば
れ
る
自

主
学
習
を
行
い
ま
す
。
係
が
教
科
担

任
と
打
ち
合
わ
せ
、
内
容
を
考
え
て

進
め
ま
す
。
一
時
間
の
め
あ
て
を
決

め
、
そ
れ
に
向
け
て
生
徒
と
教
師
が

授
業
を
創
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

◎
卒
業
期
に
後
輩
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

三
学
期
に
な
る
と
上
級
生
か
ら
後

輩
へ
財
産
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
縦
割

り
学
級
で
の
掃
除
や
合
唱
の
交
流
を

行
い
、
先
輩
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
三
年
生

の
代
表
が
一
、
二
年
の
学
級
に
出
向

き
、
四
本
柱
や
部
活
動
で
の
が
ん
ば

り
、
進
路
選
択
に
際
し
て
思
い
悩
ん

だ
こ
と
な
ど
を
後
輩
の
前
で
「
語
る

会
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
上

級
生
が
姿
と
し
て
後
輩
に
示
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
し
て
頑
張
る
の

か
思
い
を
語
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

教
師
が
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
笠
中
誇
り
の
集
い
」
で
は
自
分
た

ち
の
培
っ
て
き
た
財
産
を
年
度
末
に

発
表
し
て
、
次
年
度
へ
の
意
識
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。「
○
○
先
輩
の
合

唱
の
時
の
真
剣
な
表
情
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

発
信
す
る
こ
と
で
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

◎
一
歩
前
進
を
目
指
し
て
新
入
生
を

迎
え
る
「
対
面
式
」

四
月
上
旬
、
新
入
生
を
迎
え
て
対

面
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
生

活
に
不
安
を
持
つ
一
年
生
を
温
か
い

心
で
迎
え
、
生
徒
会
の
一
員
と
し
て

彼
ら
に
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
生
徒
が
こ
れ

か
ら
笠
中
生
と
し
て
学
校
を
築
い
て

い
こ
う
と
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
校
で
は
異
学
年
と

の
交
流
を
通
し
て
、
学
校
全
体
が
高

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
も
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
我
々
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

（
笠
松
中
学
校

校
長

名
和
秀
彦
）

礎
を
構
築
す
る

笠
中
生

笠
松
町
道
徳
教
育
連
絡
会
議

－「生きる力」をもつ子どもの育成－
4月より、土曜日が休みになり、子どもたちは毎週連

休の生活をしています。地域の皆さんからは、学校週 5
日制になる前の子どもの生活と4月からの生活は違って
いるようにみえますか。
学校での教育内容は、学習指導要領で決められていま
す。いつの時代でも応用のきく「生きる力」や「確かな
学力」の育成を最大のねらいとして編成されています。
「確かな学力」について少しふれておきます。
知識や技能は大切ですが、その量だけでなく、その中
味が大切なのです。

・知識や技能を身に付け、それを応用する力

・学ぶことへのやる気や意欲

・自分で考え、判断する力

・自分を表現する力

・自分で問題を解決し、自分で道を切り開いていく力

…を身に付けていくことが大切です。世の中がどんどん
変わっていく今の時代では、全世界的にこのような力が

望まれています。
そのため学校では基礎的・基本的学習をきちんと学び
ます。子どもたちはすべてすてきな個性を持っています。
一人ひとりが自ら学び、学びたいことを学校だけではな
く家庭や地域などでも学べるように、しかも、体験を重
視した学び方で進めていけるように、子どもの生活時間
をゆとりあるものにしたいものです。
学校では「総合的な学習の時間」が始まります。各学
校が創意工夫を生かし、これまでの教科の枠をこえた学
習ができる時間です。ここに学校らしさが出てきます。
地域のかたに講師をお願いすることも多くなります。
どんな特色のある学校になるか、楽しみのひとつにも
なります。 （文部科学省資料　参照）
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